



















位 N」形式（V は動詞、N は名詞）を取り上げ、「再帰」という視点と関連し
た他動性の特徴に基づき、これらの他動性の高低を考察する。また、その他動
性の高低が、賓語である身体部位 N の定語の位置にある “自己” との共起と




　動作主については、聞き手を表す二人称代名詞 “你” も、話し手である “我”
から見て「他者」であると判断するが、「他者」という存在としてとりわけ認
識しやすい “他 ( 她 )” を主な考察の対象とする。また、身体部位 N の定語の





位 N の定語の位置に動作主と一致した所属先を示すことはない。2) しかしな
がら、“自己” は前出の動作主と照応することができ、身体部位 N の定語とし
て用いられる場合が多々見られることから、本稿では “自己” と身体部位 N




（A）眨眼 ( 睛 )　[ 瞬きする ]、点头　[ 頷く ]、歪嘴 ( 巴 )　[ 口をゆがめる ]
招手　[ 手を振る、手招きする ]、抱胳膊　[ 腕組みをする ]
伸腿　[ 足を伸ばす ]
（B）刷牙　[ 歯を磨く ]、洗手　[ 手を洗う ]、梳头发　[ 髪をすく ]








































　以下、（A）～（C）類において、動作主が “我” 及び “他 (?)” である場合
に身体部位 N の定語の位置に現れる “自己” との共起について具体例を挙げ
つつ見ていく。
2. 身体部位 N の定語の位置に現れる “自己”
2.1（A）類の再帰表現
　まず、(A) 類の行為の場合を見てみよう。5)
（1-1）灰尘吹进了我的眼里，我不由自主地把 {?? 自己的 / φ } 眼睛眨了眨，
然后，继续望着远去的汽车。
（1-2）灰尘吹进了她的眼里，她不由自主地把 {? 自己的 / φ } 眼睛眨了眨，
然后，继续望着远去的汽车。
[ 目に埃が入ったので、｛私 / 彼女｝は思わず瞬きした。それから、
遠くへ去ってしまった車を見つづけていた ]
（2-1）最后我让梓绮换了条短裙子端上托盘来回走了几圈，终于把 {?? 自
己的 / φ } 头点了下来。梓绮悄悄松了口气，……
（2-2）最后他让梓绮换了条短裙子端上托盘来回走了几圈，终于把 {?? 自
己的 / φ } 头点了下来。梓绮悄悄松了口气，……　
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有一天我叔叔走过来以后，我马上把 {?? 自己的 / φ } 嘴巴一歪，
叔叔问“你怎么了？”“中风了。”













自己的 / φ } 手招了招，然后跨入中舱。
（4-2）他们一齐过来拜见：“都督！大都督！”他一声不响，对他们把 {??
自己的 / φ } 手招了招，然后跨入中舱。




（5-1）我放松了刚才那样紧绷的神经，转过身正对镜头把 {? 自己的 / φ }
胳膊抱在胸前，……




（6-1）我一会儿把 {?? 自己的 / φ } 腿伸出护栏，一会儿又缩回去，最后
把它悬在空中。
（6-2）他一会儿把 {? 自己的 / φ } 腿伸出护栏，一会儿又缩回去，最后把
它悬在空中。
[｛私 / 彼｝はガードレールに｛自分の / φ｝足を伸ばしたり引っ
込めたりしていたが、最後に足を宙に浮かせた ]






（7-1）我吃完饭，把 {? 自己的 / φ } 牙刷干净，然后去约会了。
（7-2）他吃完饭，把 {? 自己的 / φ } 牙刷干净，然后去约会了。




（8-1）刚才我为猫儿调理食物，所以我先去洗手间把 { 自己的 / φ } 手洗
干净，然后去做饭。
（8-2）刚才她为猫儿调理食物，所以她先去洗手间把 { 自己的 / φ } 手洗
干净，然后去做饭。
[ さっき｛私 / 彼女｝は猫ちゃんの餌を作っていて、手が汚れてしま
った。そこで洗面所へ行って｛自分の / φ｝手をきれいに洗った ]
（9-1）我见欧阳萸皱皱眉，马上意识到自己皮泡眼肿，蓬头散发，一定面
目可憎，赶紧抓起梳子把 {自己的 / φ } 头发梳好。
（9-2）她见欧阳萸皱皱眉，马上意识到自己皮泡眼肿，蓬头散发，一定面




分の / φ｝髪をきれいに整えた ]
　（7-1）、（7-2）は、動作主が “我”、“他” のいずれの場合であってもやや不





（10-1）我用了一个刀片 , 花了两个小时的时间 , 把 {? 自己的 / φ } 指甲剪
短 ,把图案刮干净 ,……
（10-2）她用了一个刀片 , 花了两个小时的时间 , 把 { 自己的 / φ } 指甲剪
76 日下部
短 ,把图案刮干净 ,……
[｛私 / 彼女｝は刃物で二時間かけて｛自分の / φ｝爪を短く切り、
デザインをきれいに擦り落とし…]
（11-1）比赛的当天一早起来我就把 {? 自己的 / φ } 胡子刮了。因为我们有
个习惯，比赛当天不刮胡子，怕运气不好。





（12-1）我上回牙痛时，就是自己动手把 { 自己的 / φ } 牙拔掉的，所以这
回也一样。
（12-2）他上回牙痛时，就是自己动手把 { 自己的 / φ } 牙拔掉的，所以这
回也一样。
[｛私 / 彼｝はこの前、歯が痛かったとき、自分で｛自分の / φ｝
歯を抜いた。だから今回も同じだ ]
（13-1）听到小泉参拜靖国神社的消息后，我非常气愤用刀把 { 自己的 /
φ } 小指头剁下，装在信封里寄往了日本驻韩国大使馆，表示抗议。
（13-2）听到小泉参拜靖国神社的消息后，他非常气愤用刀把 { 自己的 /
φ } 小指头剁下，装在信封里寄往了日本驻韩国大使馆，表示抗议。







然である。（12-1）～（13-2）は、動作主が “我” の場合であっても “他” の
場合であっても問題なく成立する。
　上に挙げた（1-1）～（13-2）の例は、全て動作主が自分の身体部位に対し
て行う行為であるが、他動性が低い（A）類では、身体部位 N と “自己” との
共起はほぼ不自然であるにも関わらず、（B）類ではやや不自然、または、完
全に問題なく成立する場合もある。更に、他動性が最も高い（C）類においても、


































































いため、賓語である身体部位 N を修飾する “自己” と共起しやすくなると考
えられる。次章では上に挙げた（A）～（C）類の（1-1）～（13-2）までの例
文を用いて考察を行う。
4. 中国語における “自己” と身体部位 N
4.1（A）類の場合
　例文（1-1）～（3-2）で挙げた再帰的行為である “眨眼 (睛 )”、“点头”、“歪












いのだと推測できる。したがって、この場合も身体部位 N の前に “自己” を
用いると不自然になってしまう。
　（1-1）、（1-2）と（3-1）、（3-2）及び（6-1）、（6-2）においては、主語が “我”




















であっても “他” であっても、身体部位 N を “自己” で修飾しても問題はない。
　しかしながら、（7-1）、（7-2）においては、どちらもやや不自然と判断される。

























くなるため、賓語の位置にある身体部位 N とそれを修飾する “自己” との共
起が可能になることを述べた。また、話し手が「自分」を見る場合、即ち動作










1)  平井・成戸 1994 は、“穿（着る、履く）”、“戴（かぶる）”、“披（はおる）” 等の所謂 “身
につけ動詞” とトコロを表わす成分との共起について考察を行っているが、本稿で扱
う「再帰」という観点に基づいた分析はなされていない。





　上の例文の “他” は “学生” を指示していない。沢田 1978:30 は、身体部分を表す
名詞と感情や情緒を表す語が用いられている場合について、「その修飾語には “自己”
を用い、“他” を用いない。“他” を用いると指示対象が異なってしまうのである」と
述べている。本稿も、沢田 1976、1978 と同じ立場をとり、“他 ( 她 ) が身体部位 N
の定語の位置にくる場合は分析の対象に含めないこととする。













6) 廣瀬 1997:49 によると、「客体的自己」とは、「他者と同じ側におかれるという意味で
客体化された『自分』」であるとしている。
7） Lakoff, George. 1992 Multiple selves: The metaphorical models of the self 
inherent in our conceptual system. Paper presented at the Mellon Colloquium on 
the Self, Emory University.（ただし筆者は原文は未見）
8） “点头”、“歪嘴 ( 巴 )” の空間的位置の変化については、日下部 2008 を参照のこと。
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